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APSサミット 挨拶

黒岩 惠
NPO法人 ものづくりAPS推進機構(APSOM）理事⾧
(一社)持続可能なモノづくり・人づくり支援協会(ESD21) 代表

一般社団法人 TMS&TPS検定協会 理事
元名工大/九工大 客員教授、元トヨタ

APSサミットシンポジウム2017, 12/06, （於）機械振興会館

世界時価総額ランキング（11月末）

企業の株式時価総額順位

（注）GoogleはAlphabetの100％子会社

株式時価総額ではアップルやグーグルが、40位のトヨタを４社も買える.
USの自動車メーカはGMなど過去のBig3でなく、2003年創業のテスラ.

Toyota

引用:World Stock Market Capitalization Ranking 2017

https://carnny.jp/4434
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自動車メーカの時価総額順位（2017/4/10）

第1位 トヨタ（日本）
第2位 ダイムラー（独）
第3位 VW（独）
第4位 BMW（独）
第5位 ホンダ（日本）

第6位 テスラ（米）
第7位 GM（米）
第8位 フォード（米）
第9位 日産（日本）
第10位 現代（韓国）
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各国の世界競争力、ICT化、GDPのランク

IMF 一人当り
名目GDP

1位:ルクセンブルグ
2位:スイス
3位:ノルウェー
4位:マカオ
5位:アイルランド

22位:日本IMF World Economic Outlook Databases, 世界経済のネタ帳より

US, 中国、日本の名目GDP推移(1980～2017）
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WEF IMD WEF IMD
1位 スイス 香港 1位 シンガポール シンガポール
2位 シンガポール スイス 2位 フィンランド スェーデン
3位 米国 シンガポール 3位 スェーデン 米国
4位 オランダ 米国 4位 ノルウェー フィンランド
5位 ドイツ スェーデン 5位 米国 デンマーク
8位 日本 26位 日本 10位 日本 27位 日本

WEF The Global Competitiveness Report 2016
IMD World Competitiveness Ranking 2017

WEF Global Information Technology Report 2016
IMD World Digital Competitiveness Ranking 2017

＜世界競争力＞ ＜国のICT化、デジタル化競争力＞
90年代初の日本経済バブル崩壊まで世界NO.1と言われた日本も「今は昔」

＜ “働き方改革実現会議”テーマの一部＞
１．⾧時間労働の是正（残業規制）
２．同一労働同一賃金
３．女性・若者・高齢者の活躍促進
４．人材育成

働き方改革における生産性
＜生産性向上への取組み＞

・人材育成
・ICT（IoT, Big Data, AI）活用
・TPS＆Lean/Agileプロセス

引用:「働き方改革実現会議(首相官邸)」資料より

年間労働時間と生産性

TFP=Total Factor Productivity

失われた20年

設備投資全体に占めるICT投資
日本はICT投資で欧米より低い
引用:総務省資料（平成２６年度）

失われた20年

企業の人的投資の減少が問題

ｿﾌﾄｳｪｱ、人的資本投資が低調労働生産性の上昇と一人当たり
雇用者報酬の上昇率乖離は問題

労働・資本・ＴＦＰの低下が
実質GDP成⾧率低下の要因

日本
米国

労働時間

名
目
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D

P



2017/12/5

3

・日本の労働生産性はOECD加盟国で22位。製造業で米国の 7 割(69.7％）
サービス産業で 5 割 (49.9％) と低い。 出所:日本生産性本部

・日本の自動車組立の生産性は、2000年時点で、米欧より2,3割高い

日本の生産性の「伸びしろ」は大いに期待

Amazonはトヨタに学び「勝組」になり、 日本は海外に学び「負組」に?
Lean at Amazon by Marc Onetto

OECD加盟国の労働生産性

日本の
生産性22位1970年 75   80    85    90    95    00    05    10   15年

自動車の組立生産性（人・時間/台）
出所：IMVP

労働者一時間当たり労働生産性推移US$

狩猟社会 農耕社会 工業社会 情報社会 超スマート社会
Society5.0

Connected Industries
新たなビジネスモデルの創出

モノ×モノ
人×機械（IT)

人×人
生産×消費

＜社会の変化＞
産業の在り方の変化

第1次産業革命
水力，蒸気を
動力源生産

第2次産業革命
電気、電力を

動力源

第3次産業革命
コンピュータによる
制御、自動化

第4次産業革命
IoT/ICT,AIとCPS

による自律化

＜技術の変化:産業の原動力＞

工業革命 情報革命農業革命
アルビン・トフラー:「第三の波」

＜IT革命＞

ドイツのIndustry4.0:製造業の革新

第2次産業革命
電気・電子、IT,

電力による大量生産

第3次産業革命
IoT,ビッグデータ、

AI,CPSによる革新

第1次産業革命
内燃機関による
工場の機械化

第1次IT革命:コンピュータによる自動化(1960年～)
第2次IT革命:コンピュータと通信の融合(1990年～)
第3次IT革命:IoT/Big Data/AI&CPS(2015年～)

独

米

日

今、我々は大きな歴史の変曲点にいる
高度情報化に遅れた?日本経済は、超スマート社会に向けたイノベーション期待
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「トヨタ方式」は20世紀の汎用技術（GPT)

GPT とは、様々な用途に
応用され、広く影響を与える

基幹的な汎用技術

＜20世紀のGPT＞

富士通,NEC,松下のTPS導入は2003年
東京電力,中部電のTPS導入は2015年

GPT：General Purpose Technology

17 自動車
18 飛行機
19 大量生産（Ford 方式）

20 コンピュータ
21 リーン生産方式

（Toyota方式）

22 インターネット
23 バイオテクノロジー

クラフトマン生産
（職人の手工業）

マス（大量）生産
（フォード方式）

リーン生産
（トヨタ方式）

19世紀

20世紀前半

20世紀後半

21世紀の歴史に残る生産方式は?

＜GM･トヨタ生産性比較＞
GM

Framingham
Toyota
Takaoka

NUMMI
Fremont

製品時間［時間/台］ 31 16 19

135 45 45不具合［件/100台］

作業スペース

平均部品在庫

8.1 4.8 7.0

2週間分 2時間分 2日分

1987年時点の調査資料

J.P.Womack, et al., 
The Machine that
changed the World 
（IMVP Survey）

豊田英二 大野耐一 新郷重雄

リーン方式という名のトヨタ生産方式（TPS)

MITで TPS を
ﾘｰﾝ方式と命名

・フォード方式
・Ｔ型フォードの
コンベアライン

マイスター制度
として継承

TPS創設の
貢献者
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Control
Communication

人（の脳） コンピュータ
組織 IT アーキテクチャ
管理
情報伝達

制御
通信

・TCP/IP ・API ・EAI ・EDI ・SOAP
・UDDI ・EC（B2B,B2C,B2G) ・CGI
・DGI ・GUI ・P2P ・CORBA  
・サーバークライアント

イントラネット
インターネット

CPU

CPUCPU

CPU

CPU

CPU CPU

CPU

CPU

CPU

LAN
WAN

CPU＝Computer

コンピュータ連携

企業

企業
個人 個人

個人 個人

組織
企業

組織
組織

組織

組織

・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、設計、生産
・開発、設計
・前工程、後工程
・管理部門、現場

・開発 ・取引
・垂直 ・水平
・同業 ・異業
・国内 ・国外

企業内連携 企業間連携

人間系
アナログの世界

機械系
IT/CPS

デジタルの世界

人間系と機械系（IT)

オフィス業務 ＝人間系＋機械系（CAD/CAE, ERP/SCM, RPA, e-Mail etc.）
生産現場業務＝人間系＋機械系（ロボット/NC, FA/PA/IT）

TPSの本質は、「人材育成、人の活力」TPS IT

企業

IT新時代の超スマート社会に向けて

大型機、WS,LAN,VAN
μCPU(1971)⇒PC インターネット モバイル IoT,Big Data,AI

普及・進展

70年代 80年代 90年代 2000年代 現在

Intel 8008 

μCPUがコンピュータの
世界を変えた

DARPA/ARPA ネット
TCP/IP展開

Internetが通信
の世界を変えた

産業の高度情報化
グローバルビジネス加速

IoT,Big Data,AIによる
「モノづくり」から「コトづくり」

新しい価値創出

＜経済産業省＞
超LSI 技術研究組合

設立（75年）
電子立国日本の始まり

＜経済産業省Pと産学連携＞
- ﾛﾎﾞｯﾄ革命ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ（RRI)
- IoT推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ（IoT Lab）
- IVI (Industry Value

Chain Initiative）

＜経済産業省プロジェクト＞

現在(GAAF)～20年前 (Wintel)40年前(IBM)

＜独・米のInitiative＞
- Industrie 4.0
- IIC (Industrial Internet

Consortium)

コンピュータ大衆化スタート
（TPS確立、IT化）

産業高度情報化スタート
（大企業、情シス部門）

超スマート社会スタート
（中小企業、現業、広域化）

日本の強み(TPS/Lean方式)を生かし、IT新時代の競争優位確立を期待
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本日の「APSサミット2017」を有意義な会議に

・拘らない心、捉われない心、偏らない心,
広く、広くもっと広く、これ般若心経、空の心なり

・障子を開けてみよ、外は広いぞ （豊田佐吉）

黒岩惠 （ skuro@esd21.jp）

資料のPDFデータをご希望の方は
遠慮なく、メールでコンタクト下さい。

なぜ、トヨタ方式 (TPS)と ITなのか?

1. 生産性 と 競争力

投入コスト

売上高 売上高Up

コストDown

2. お客様第一

3. 原価低減 ムダ排除、改善、ジャストインタイム

品質の造り込み、自働化(自立/自律)

生産性 ＝ ＝
付加価値

時間

出力
入力

＝

経済・ビジネス活動は「人間・機械(IT)系」による
組織的な情報処理、通信、加工のプロセスでなる

 ITは50年で100万倍進化したが、人の進化は?
TPSの本質は、改善する「人づくり」にある
人間（TPS) あっての道具（IT)

<ビジネス活動における生産性向上とTPS>

通信速度 CPU速度

4千万年
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
Toyota 32.4 34.3 32.9 31.1 33.8 33.8 33.0 35.2
Nissan 43.6 45.3 46.4 45.5 47.0 51.7 46.4 48.6
Honda 52.8 63.0 65.3 54.1 62.8 58.6 48.5 50.0
Maｚda 41.9 45.3 45.4 39.9 45.4 50.9 54.0 57.1

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

Toyota

Nissan

Honda

Maｚda

inventory Turnover days   (CGS basis)
= Average Inventory/ＣＧＳ×365

モノの流れdays

SCCC 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

Toyota 100.4 101.8 102.0 102.9 111.2 111.1 101.2 103.7
Nissan 114.9 114.1 120.6 129.9 137.3 144.7 126.9 136.0
Honda 133.7 142.6 148.2 133.8 154.2 143.2 141.5 166.1
Mazda 108.3 115.7 118.8 112.5 123.8 134.1 133.8 138.6
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Mazda

Monetary Flow ： SCCC（Supply Chain Cash Conversion Cycle)）
= Inventory turnover days + Receivable turnover days + Payable turnover days 

days

Toyota

Honda

Toyota

Honda

金の流れ

ビジネスの競争優位は速い流れを創るコト
Main objective of TPS is to construct flow process.

30日

60日

100日

150日

Source: Dr. Kawada


